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【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年11月11日(2020.11.11)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組成物であって、
　ａ．液体小胞であって、
　　ｉ．式Ｉ又はＩＩ：
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【化１】

　　で表される育毛又は発毛化合物及びこれらの混合物であって、式中、Ｒ１は水素又は
－Ｎ（Ｒ３）（Ｒ４）であり、各Ｒ３及びＲ４は、個々に、水素、低級アルキル、低級ア
ルケニル、低級アラルキル、及び低級シクロアルキルからなる群から選択され、Ｒ３及び
Ｒ４は、一緒になって、アジリジニル、アゼチジニル、ピロリジニル、ピペリジノ、ヘキ
サヒドロアゼピニル、ヘプタメチレンイミノ、オクタメチレンイミノ、モルホリノ、及び
４－低級アルキルピペラジニルからなる群から選択される複素環部分であってもよく、前
記複素環部分のそれぞれは、炭素原子上の置換基として０～３個の低級アルキル基、ヒド
ロキシ、又はアルコキシが結合しており、Ｒ２は、水素、低級アルキル、低級アルケニル
、低級アルコキシアルキル、低級シクロアルキル、低級アリール、低級アラルキル、低級
アルカリル、低級アルカラルキル、低級アルコキシアラルキル、及び低級ハロアラルキル
からなる群から選択される、育毛又は発毛化合物及びこれらの混合物、これらの互変異性
体、並びに薬理学的に許容されるこれらの酸付加塩のうちの１つ又は２つ以上と、
　　ｉｉ．カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルと、
　を含む、液体小胞と、
　ｂ．非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと高分子量カルボキシメチルセル
ロースとを、前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースの前記高分子量カルボ
キシメチルセルロースに対する比が約１：１を超える比で含む、粘度調整剤と、
　ｃ．１つ若しくは２つ以上の可溶化剤、１つ若しくは２つ以上の可溶化酸又はこれらの
混合物を含む、薬学的に許容される局所用担体と、
　を含み、
　前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと前記高分子量カルボキシメチル
セルロースとの合計濃度は、前記総組成物に対して約０．５重量％～約３重量％であり、
かつ前記液体小胞は、前記薬学的に許容される局所用担体内に懸濁されている、組成物。
【請求項２】
　前記可溶化剤が、１つ若しくは２つ以上のＣ１～Ｃ３アルコール、１つ若しくは２つ以
上の多価アルコール、又はこれらの混合物を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記組成物が、約０．１重量％～約１５重量％のミノキシジル又は薬学的に許容される
その塩を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記組成物が、約０．５重量％～約１０重量％のミノキシジル又は薬学的に許容される
その塩を含む、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記薬学的に許容される担体が、ミノキシジル又は薬学的に許容されるその塩を含む、
請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
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　前記組成物が、約０．１重量％～約１５重量％の前記カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコ
ールエステルを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルが、セチルアルコールのエステルで
ある、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　前記カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルが、乳酸エステルである、請求項６
に記載の組成物。
【請求項９】
　前記カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルが、乳酸セチルである、請求項８に
記載の組成物。
【請求項１０】
　前記カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルが、乳酸ミリスチルである、請求項
８に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルが、Ｃ１２～Ｃ１５乳酸アルキルの
混合物である、請求項８に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記組成物が、ポリオキシエチレンＣ４～Ｃ２６脂肪エーテルを更に含む、請求項１に
記載の組成物。
【請求項１３】
　前記組成物が、ポリオキシエチレンＣ１０～Ｃ１８脂肪エーテルを更に含む、請求項１
に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記組成物が、約０．１重量％～約１５重量％の前記ポリオキシエチレンＣ４～Ｃ２６

脂肪エーテルを含む、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースの前記高分子量カルボキシメチル
セルロースに対する比が約３：１より大きい、請求項１に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースの前記高分子量カルボキシメチル
セルロースに対する比が約１０：１以下である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記組成物が、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　ＲＶにより、スピンドル４、速度６ＲＰＭで測
定すると、約５０ｃｐｓ～約３００００ｃｐｓの粘度を有する、請求項１５に記載の組成
物。
【請求項１８】
　前記組成物が、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　ＲＶにより、スピンドル４、速度６ＲＰＭで測
定すると、約１００ｃｐｓ～約１００００ｃｐｓの粘度を有する、請求項１７に記載の組
成物。
【請求項１９】
　前記組成物が、ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　ＡＲＥＳ　Ｇ２　Ｒｈｅｏｍｅｔｅｒ
を使用して、本明細書に記載される方法に従って測定すると、約０．０１Ｐａ．ｓ～約５
Ｐａ．ｓの降伏応力値を有する、請求項１５に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記組成物が、１０以上のずり減粘指数を有する、請求項１５に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記組成物が、約０．１重量％～約４０重量％の、前記１つ又は２つ以上のＣ１～Ｃ３

アルコールを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項２２】
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　前記１つ又は２つ以上のＣ１～Ｃ３アルコールが、エタノールを含む、請求項２１に記
載の組成物。
【請求項２３】
　前記液体小胞が、非リン脂質の液体小胞である、請求項１に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記液体小胞が、約０．０５μｍ～約２０μｍの平均直径を有する、請求項１に記載の
組成物。
【請求項２５】
　前記カルボキシメチルセルロースのカルボキシメチル置換度が約０．６～約０．９であ
る、請求項１に記載の組成物。
【請求項２６】
　前記カルボキシメチルセルロースのカルボキシメチル置換度が約０．７である、請求項
２５に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記カルボキシメチルセルロースの平均重合度が約２５００～約３５００である、請求
項１に記載の組成物。
【請求項２８】
　前記カルボキシメチルセルロースの平均重合度が約３２００である、請求項２７に記載
の組成物。
【請求項２９】
　前記カルボキシメチルセルロースの重量平均分子量が約６５０，０００～約７５０，０
００である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３０】
　前記カルボキシメチルセルロースの重量平均分子量が約６７５，０００～約７３０，０
００である、請求項２９に記載の組成物。
【請求項３１】
　前記組成物が貯蔵安定性である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３２】
　組成物であって、
　ａ．式Ｉ又はＩＩ：
【化２】

　で表される、育毛又は発毛化合物及びこれらの混合物であって、式中、Ｒ１は水素又は
－Ｎ（Ｒ３）（Ｒ４）であり、各Ｒ３及びＲ４は、個々に、水素、低級アルキル、低級ア
ルケニル、低級アラルキル、及び低級シクロアルキルからなる群から選択され、Ｒ３及び
Ｒ４は、一緒になって、アジリジニル、アゼチジニル、ピロリジニル、ピペリジノ、ヘキ
サヒドロアゼピニル、ヘプタメチレンイミノ、オクタメチレンイミノ、モルホリノ、及び
４－低級アルキルピペラジニルからなる群から選択される複素環部分であってもよく、前
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記複素環部分のそれぞれは、炭素原子上の置換基として０～３個の低級アルキル基、ヒド
ロキシ、又はアルコキシが結合しており、Ｒ２は、水素、低級アルキル、低級アルケニル
、低級アルコキシアルキル、低級シクロアルキル、低級アリール、低級アラルキル、低級
アルカリル、低級アルカラルキル、低級アルコキシアラルキル、及び低級ハロアラルキル
からなる群から選択される、育毛又は発毛化合物及びこれらの混合物、これらの互変異性
体、並びに薬理学的に許容されるこれらの酸付加塩のうちの１つ又は２つ以上と、
　ｂ．カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルと、
　ｃ．非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと高分子量カルボキシメチルセル
ロースとを、前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースの前記高分子量カルボ
キシメチルセルロースに対する比が約１：１を超える比で含む、粘度調整剤と、
　ｄ．１つ若しくは２つ以上の可溶化剤、１つ若しくは２つ以上の可溶化酸又はこれらの
混合物を含む、薬学的に許容される局所用担体と、
　を含み、
　前記組成物は多層小胞を含み、更に、前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロ
ースと前記高分子量カルボキシメチルセルロースとの合計濃度は、前記総組成物に対して
約０．５重量％～約３重量％である、組成物。
【請求項３３】
　組成物であって、
　ａ．ミノキシジル又は薬理学的に許容されるその酸付加塩と、
　ｂ．乳酸セチル、乳酸ミリスチル、又はこれらの混合物と、
　ｃ．ステアレス－１０と、
　ｄ．非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと高分子量カルボキシメチルセル
ロースとを、前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースの前記高分子量カルボ
キシメチルセルロースに対する比が約１：１を超える比で含む、粘度調整剤と、
　ｅ．薬学的に許容される局所用担体であって、
　　ｉ．エタノール、
　　ｉｉ．乳酸、
　　ｉｉｉ．ペンチレングリコール、及び
　　ｉｖ．グリセリン、
　を含む、薬学的に許容される局所用担体と、
　を含み、
　前記組成物は多層小胞を含み、更に、前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロ
ースと前記高分子量カルボキシメチルセルロースとの合計濃度は、前記総組成物に対して
約０．５重量％～約３重量％である、組成物。
【請求項３４】
　薬学的に許容される液体担体内に懸濁する液体小胞を含む組成物であって、前記液体小
胞が、
　ａ．ミノキシジル又は薬理学的に許容されるその酸付加塩と、
　ｂ．カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルであって、任意に前記カルボン酸の
Ｃ８～Ｃ２４アルコールエステルはセチルアルコールのエステルであるか、任意に前記カ
ルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルは乳酸エステルであるか、又は任意に、前記
カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルはミリスチルアルコールのエステルである
、カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルと、
　を含み、
　前記薬学的に許容される液体担体は、
　ｉ．１つ若しくは２つ以上の可溶化剤、１つ若しくは２つ以上の可溶化酸、又はこれら
の混合物と、
　ｉｉ．非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと高分子量カルボキシメチルセ
ルロースとを、前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースの前記高分子量カル
ボキシメチルセルロースに対する比が約１：１を超える比で含む、粘度調整剤と、
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　を含み、前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと前記高分子量カルボキ
シメチルセルロースの合計濃度は、前記総組成物に対して約０．５重量％～約３重量％で
ある、組成物。
【請求項３５】
　組成物であって、
　ａ．ミノキシジル又は薬理学的に許容されるその酸付加塩と、
　ｂ．カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルと、
　ｃ．非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと高分子量カルボキシメチルセル
ロースとを、前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースの前記高分子量カルボ
キシメチルセルロースに対する比が約１：１を超える比で含む、粘度調整剤と、
　ｄ．１つ若しくは２つ以上の可溶化剤、１つ若しくは２つ以上の可溶化酸又はこれらの
混合物を含む薬学的に許容される液体担体と、
　を含み、
　前記組成物は液体小胞を含み、更に、前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロ
ースと前記高分子量カルボキシメチルセルロースとの合計濃度は、前記総組成物に対して
約０．５重量％～約３重量％である、組成物。
【請求項３６】
　組成物であって、
　ａ．ミノキシジル又は薬理学的に許容されるその酸付加塩と、
　ｂ．乳酸セチル、乳酸ミリスチル、又はこれらの混合物と、
　ｃ．ステアレス－１０と、
　ｄ．非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと高分子量カルボキシメチルセル
ロースとを、前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースの前記高分子量カルボ
キシメチルセルロースに対する比が約１：１を超える比で含む、粘度調整剤と、
　ｅ．薬学的に許容される局所用担体であって、
　　ｉ．エタノール、
　　ｉｉ．乳酸、
　　ｉｉｉ．ペンチレングリコール又はプロピレングリコール、及び
　　ｉｖ．グリセリン、
　を含む、薬学的に許容される局所用担体と、
　を含み、
　前記組成物は液体小胞を含み、更に、前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロ
ースと前記高分子量カルボキシメチルセルロースとの合計濃度は、前記総組成物に対して
約０．５重量％～約３重量％である、組成物。
【請求項３７】
　育毛治療を必要とする対象における育毛方法であって、前記対象の育毛が所望される領
域に、請求項１に記載の組成物を局所的に適用することを含む、方法。
【請求項３８】
　脱毛を遅らせるか又は育毛若しくは発毛を促進するための組成物の貯蔵安定性を改善す
る方法であって、前記方法は、非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと高分子
量カルボキシメチルセルロースとを、前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロー
スの前記高分子量カルボキシメチルセルロースに対する比が約１：１超～１０：１の比で
含む、粘度調整剤を、前記組成物に添加する工程を含み、前記非イオン性ヒドロキシプロ
ピルメチルセルロースと前記高分子量カルボキシメチルセルロースとの合計濃度は、前記
総組成物に対して約０．５重量％～約３重量％であり、前記組成物は、
　ａ．１種又は２種以上の多層小胞であって、
　　ｉ．式Ｉ又はＩＩ：
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【化３】

　　で表される育毛化合物及びこれらの混合物であって、式中、Ｒ１は水素又は－Ｎ（Ｒ
３）（Ｒ４）であり、各Ｒ３及びＲ４は、個々に、水素、低級アルキル、低級アルケニル
、低級アラルキル、及び低級シクロアルキルからなる群から選択され、Ｒ３及びＲ４は、
一緒になって、アジリジニル、アゼチジニル、ピロリジニル、ピペリジノ、ヘキサヒドロ
アゼピニル、ヘプタメチレンイミノ、オクタメチレンイミノ、モルホリノ、及び４－低級
アルキルピペラジニルからなる群から選択される複素環部分であってもよく、前記複素環
部分のそれぞれは、炭素原子上の置換基として０～３個の低級アルキル基、ヒドロキシ、
又はアルコキシが結合しており、Ｒ２は、水素、低級アルキル、低級アルケニル、低級ア
ルコキシアルキル、低級シクロアルキル、低級アリール、低級アラルキル、低級アルカリ
ル、低級アルカラルキル、低級アルコキシアラルキル、及び低級ハロアラルキルからなる
群から選択される、育毛化合物及びこれらの混合物、これらの互変異性体、並びに薬理学
的に許容されるこれらの酸付加塩と、
　　ｉｉ．カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルと、
　を含む、１種又は２種以上の多層小胞と、
　ｂ．１つ若しくは２つ以上の可溶化剤、１つ若しくは２つ以上の可溶化酸又はこれらの
混合物を含む、薬学的に許容される局所用担体と、
　を含み、
　前記組成物は、４０℃及び５℃で少なくとも１週間、貯蔵安定性である、方法。
【請求項３９】
　脱毛を遅らせるか又は育毛若しくは発毛を促進するための組成物の貯蔵安定性を改善す
る方法であって、前記方法は、非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと高分子
量カルボキシメチルセルロースとを、前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロー
スの前記高分子量カルボキシメチルセルロースに対する比が約１：１超～１０：１の比で
含む、粘度調整剤を、前記組成物に添加する工程を含み、前記非イオン性ヒドロキシプロ
ピルメチルセルロースと前記高分子量カルボキシメチルセルロースとの合計濃度は、前記
総組成物に対して約０．５重量％～約３重量％であり、前記組成物は、
　ａ．約０．１％～約２０％の、式Ｉ又はＩＩで表される化合物：
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【化４】

　の１つ又は２つ以上の薬学的に許容される付加塩及びこれらの混合物であって、式中、
Ｒ１は水素又は－Ｎ（Ｒ３）（Ｒ４）であり、各Ｒ３及びＲ４は、個々に、水素、低級ア
ルキル、低級アルケニル、低級アラルキル、及び低級シクロアルキルからなる群から選択
され、Ｒ３及びＲ４は、一緒になって、アジリジニル、アゼチジニル、ピロリジニル、ピ
ペリジノ、ヘキサヒドロアゼピニル、ヘプタメチレンイミノ、オクタメチレンイミノ、モ
ルホリノ、及び４－低級アルキルピペラジニルからなる群から選択される複素環部分であ
ってもよく、前記複素環部分のそれぞれは、炭素原子上の置換基として０～３個の低級ア
ルキル基、ヒドロキシ、又はアルコキシが結合しており、Ｒ２は、水素、低級アルキル、
低級アルケニル、低級アルコキシアルキル、低級シクロアルキル、低級アリール、低級ア
ラルキル、低級アルカリル、低級アルカラルキル、低級アルコキシアラルキル、及び低級
ハロアラルキルからなる群から選択される、１つ又は２つ以上の薬学的に許容される付加
塩及びこれらの混合物、これらの互変異性体、並びに薬理学的に許容されるこれらの酸付
加塩と、
　ｂ．約０．５重量％～約１０重量％の油相と、
　ｃ．約０～約２５％のＣ２～Ｃ４アルコールと、
　を含み、
　前記組成物は、ｐＨが約３～約５であり、更に、４０℃及び５℃で少なくとも１週間、
貯蔵安定性である、方法。
【請求項４０】
　育毛又は発毛組成物であって、
　ａ．約０．１％～約２０％の、式Ｉ又はＩＩで表される化合物：
【化５】

　の１つ又は２つ以上の薬学的に許容される付加塩及びこれらの混合物であって、式中、



(9) JP 2019-505576 A5 2020.12.24

Ｒ１は水素又は－Ｎ（Ｒ３）（Ｒ４）であり、各Ｒ３及びＲ４は、個々に、水素、低級ア
ルキル、低級アルケニル、低級アラルキル、及び低級シクロアルキルからなる群から選択
され、Ｒ３及びＲ４は、一緒になって、アジリジニル、アゼチジニル、ピロリジニル、ピ
ペリジノ、ヘキサヒドロアゼピニル、ヘプタメチレンイミノ、オクタメチレンイミノ、モ
ルホリノ、及び４－低級アルキルピペラジニルからなる群から選択される複素環部分であ
ってもよく、前記複素環部分のそれぞれは、炭素原子上の置換基として０～３個の低級ア
ルキル基、ヒドロキシ、又はアルコキシが結合しており、Ｒ２は、水素、低級アルキル、
低級アルケニル、低級アルコキシアルキル、低級シクロアルキル、低級アリール、低級ア
ラルキル、低級アルカリル、低級アルカラルキル、低級アルコキシアラルキル、及び低級
ハロアラルキルからなる群から選択される、１つ又は２つ以上の薬学的に許容される付加
塩及びこれらの混合物、これらの互変異性体、並びに薬理学的に許容されるこれらの酸付
加塩と、
　ｂ．約０．５重量％～約１０重量％の油相と、
　ｃ．約０～約２５％のＣ２～Ｃ４アルコールと、
　ｄ．非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと高分子量カルボキシメチルセル
ロースとを、前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースの前記高分子量カルボ
キシメチルセルロースに対する比が約１：１超～１０：１の比で含む、粘度調整剤と、
　を含み、前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと前記高分子量カルボキ
シメチルセルロースとの合計濃度は、前記総組成物に対して約０．５重量％～約３重量％
であり、
　前記組成物は、ｐＨが約３～約５であり、更に、４０℃及び５℃で少なくとも１週間、
貯蔵安定性である、育毛又は発毛組成物。
【請求項４１】
　脱毛を遅らせるか又は育毛若しくは発毛を促進するための組成物の貯蔵安定性を改善す
る方法であって、前記方法は、非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと高分子
量カルボキシメチルセルロースとを、前記非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロー
スの前記高分子量カルボキシメチルセルロースに対する比が約１：１超～１０：１の比で
含む、粘度調整剤を、前記組成物に添加する工程を含み、前記非イオン性ヒドロキシプロ
ピルメチルセルロースと前記高分子量カルボキシメチルセルロースとの合計濃度は、前記
総組成物に対して約０．５重量％～約３重量％であり、前記組成物は、
　ａ．１種又は２種以上の多層小胞であって、
　　ｉ．式Ｉ又はＩＩ：
【化６】

　　で表される育毛化合物及びこれらの混合物であって、式中、Ｒ１は水素又は－Ｎ（Ｒ
３）（Ｒ４）であり、各Ｒ３及びＲ４は、個々に、水素、低級アルキル、低級アルケニル
、低級アラルキル、及び低級シクロアルキルからなる群から選択され、Ｒ３及びＲ４は、
一緒になって、アジリジニル、アゼチジニル、ピロリジニル、ピペリジノ、ヘキサヒドロ
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アゼピニル、ヘプタメチレンイミノ、オクタメチレンイミノ、モルホリノ、及び４－低級
アルキルピペラジニルからなる群から選択される複素環部分であってもよく、前記複素環
部分のそれぞれは、炭素原子上の置換基として０～３個の低級アルキル基、ヒドロキシ、
又はアルコキシが結合しており、Ｒ２は、水素、低級アルキル、低級アルケニル、低級ア
ルコキシアルキル、低級シクロアルキル、低級アリール、低級アラルキル、低級アルカリ
ル、低級アルカラルキル、低級アルコキシアラルキル、及び低級ハロアラルキルからなる
群から選択される、育毛化合物及びこれらの混合物、これらの互変異性体、並びに薬理学
的に許容されるこれらの酸付加塩と、
　　ｉｉ．カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルと、
　を含む、１種又は２種以上の多層小胞と、
　ｂ．１つ若しくは２つ以上の可溶化剤、１つ若しくは２つ以上の可溶化酸又はこれらの
混合物を含む、薬学的に許容される局所用担体と、
　を含み、
　前記組成物は、４０℃及び５℃で少なくとも１週間貯蔵した後に、２つ以上の別個の相
に分離することがない、方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】

【化１】

　で表される、育毛又は発毛化合物及びこれらの混合物であって、
　式中、Ｒ１は水素又は－Ｎ（Ｒ３）（Ｒ４）であり、各Ｒ３及びＲ４は、個々に、水素
、低級アルキル、低級アルケニル、低級アラルキル、及び低級シクロアルキルからなる群
から選択され、Ｒ３及びＲ４は、一緒になって、アジリジニル、アゼチジニル、ピロリジ
ニル、ピペリジノ、ヘキサヒドロアゼピニル、ヘプタメチレンイミノ、オクタメチレンイ
ミノ、モルホリノ、及び４－低級アルキルピペラジニルからなる群から選択される複素環
部分であってもよく、当該複素環部分のそれぞれは、炭素原子上の置換基として０～３個
の低級アルキル基、ヒドロキシ、又はアルコキシが結合しており、Ｒ２は、水素、低級ア
ルキル、低級アルケニル、低級アルコキシアルキル、低級シクロアルキル、低級アリール
、低級アラルキル、低級アルカリル、低級アルカラルキル、低級アルコキシアラルキル、
及び低級ハロアラルキルからなる群から選択される、育毛又は発毛化合物及びこれらの混
合物、これらの互変異性体、並びに薬理学的に許容されるこれらの酸付加塩のうちの１つ
又は２つ以上と、
　　ｉｉ．カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルであって、任意に当該カルボン
酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルはセチルアルコールのエステルであるか、任意に当
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該カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルは乳酸エステルであるか、又は任意に、
当該カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルはミリスチルアルコールのエステルで
ある、カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルと、
　を含む、１種又は２種以上の多層小胞と、
　ｂ．非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと高分子量カルボキシメチルセル
ロースを、当該非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースの当該高分子量カルボキ
シメチルセルロースに対する比が約１：１を超える比で含む、粘度調整剤と、
　ｃ．１つ若しくは２つ以上の可溶化剤、１つ若しくは２つ以上の可溶化酸又はこれらの
混合物を含む、薬学的に許容される局所用担体と、
　を含み、
　当該非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと当該高分子量カルボキシメチル
セルロースの合計濃度は、総組成物に対して約０．５重量％～約３重量％である、組成物
に関する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１５】
【化２】

　で表される、育毛又は発毛化合物及びこれらの混合物であって、
　式中、Ｒ１は水素又は－Ｎ（Ｒ３）（Ｒ４）であり、各Ｒ３及びＲ４は、個々に、水素
、低級アルキル、低級アルケニル、低級アラルキル、及び低級シクロアルキルからなる群
から選択され、Ｒ３及びＲ４は、一緒になって、アジリジニル、アゼチジニル、ピロリジ
ニル、ピペリジノ、ヘキサヒドロアゼピニル、ヘプタメチレンイミノ、オクタメチレンイ
ミノ、モルホリノ、及び４－低級アルキルピペラジニルからなる群から選択される複素環
部分であってもよく、当該複素環部分のそれぞれは、炭素原子上の置換基として０～３個
の低級アルキル基、ヒドロキシ、又はアルコキシが結合しており、Ｒ２は、水素、低級ア
ルキル、低級アルケニル、低級アルコキシアルキル、低級シクロアルキル、低級アリール
、低級アラルキル、低級アルカリル、低級アルカラルキル、低級アルコキシアラルキル、
及び低級ハロアラルキルからなる群から選択される、育毛又は発毛化合物及びこれらの混
合物、これらの互変異性体、並びに薬理学的に許容されるこれらの酸付加塩のうちの１つ
又は２つ以上と、
　ｂ．カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルであって、任意に当該カルボン酸の
Ｃ８～Ｃ２４アルコールエステルはセチルアルコールのエステルであるか、任意に当該カ
ルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルは乳酸エステルであるか、又は任意に、当該
カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルはミリスチルアルコールのエステルである
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、カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルと、
　ｃ．非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと高分子量カルボキシメチルセル
ロースとを、当該非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースの当該高分子量カルボ
キシメチルセルロースに対する比が約１：１を超える比で含む、粘度調整剤と、
　ｄ．１つ若しくは２つ以上の可溶化剤、１つ若しくは２つ以上の可溶化酸又はこれらの
混合物を含む、薬学的に許容される局所用担体と、
　を含み、
　当該組成物は多層小胞を含み、更に、当該非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロ
ースと当該高分子量カルボキシメチルセルロースの合計濃度は、総組成物に対して約０．
５重量％～約３重量％である、組成物に関する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
【化３】

　の薬学的に許容される付加塩又はこれらの混合物であって、式中、Ｒ１は水素又は－Ｎ
（Ｒ３）（Ｒ４）であり、各Ｒ３及びＲ４は、個々に、水素、低級アルキル、低級アルケ
ニル、低級アラルキル、及び低級シクロアルキルからなる群から選択され、Ｒ３及びＲ４

は、一緒になって、アジリジニル、アゼチジニル、ピロリジニル、ピペリジノ、ヘキサヒ
ドロアゼピニル、ヘプタメチレンイミノ、オクタメチレンイミノ、モルホリノ、及び４－
低級アルキルピペラジニルからなる群から選択される複素環部分であってもよく、当該複
素環部分のそれぞれは、炭素原子上の置換基として０～３個の低級アルキル基、ヒドロキ
シ、又はアルコキシが結合しており、Ｒ２は、水素、低級アルキル、低級アルケニル、低
級アルコキシアルキル、低級シクロアルキル、低級アリール、低級アラルキル、低級アル
カリル、低級アルカラルキル、低級アルコキシアラルキル、及び低級ハロアラルキルから
なる群から選択される、薬学的に許容される付加塩又はこれらの混合物、これらの互変異
性体、並びに薬理学的に許容されるこれらの酸付加塩のうちの１つ又は２つ以上と、
　ｂ．約０．５重量％～約１０重量％の油相と、
　ｃ．約０～約２５％のＣ２～Ｃ４アルコールと、
　ｄ．非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと高分子量カルボキシメチルセル
ロースを、当該非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースの当該高分子量カルボキ
シメチルセルロースに対する比が約１：１超～１０：１の比で含む、粘度調整剤と、
　を含み、当該非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと当該高分子量カルボキ
シメチルセルロースとの合計濃度は、総組成物に対して約０．５重量％～約３重量％であ
り、
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　当該組成物は、ｐＨが３～５であり、更に、４０℃及び５℃で、少なくとも１週間、任
意には少なくとも７週間、貯蔵安定性である、育毛又は発毛組成物に関する。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
【化４】

　により表される育毛化合物及びこれらの混合物であって、式中、Ｒ１は水素又は－Ｎ（
Ｒ３）（Ｒ４）であり、各Ｒ３及びＲ４は、個々に、水素、低級アルキル、低級アルケニ
ル、低級アラルキル、及び低級シクロアルキルからなる群から選択され、Ｒ３及びＲ４は
、一緒になって、アジリジニル、アゼチジニル、ピロリジニル、ピペリジノ、ヘキサヒド
ロアゼピニル、ヘプタメチレンイミノ、オクタメチレンイミノ、モルホリノ、及び４－低
級アルキルピペラジニルからなる群から選択される複素環部分であってもよく、当該複素
環部分のそれぞれは、炭素原子上の置換基として０～３個の低級アルキル基、ヒドロキシ
、又はアルコキシが結合しており、Ｒ２は、水素、低級アルキル、低級アルケニル、低級
アルコキシアルキル、低級シクロアルキル、低級アリール、低級アラルキル、低級アルカ
リル、低級アルカラルキル、低級アルコキシアラルキル、及び低級ハロアラルキルからな
る群から選択される、育毛化合物及びこれらの混合物、これらの互変異性体、並びに薬理
学的に許容されるこれらの酸付加塩と、
　　ｉｉ．カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルと、
　を含む、１種又は２種以上の多層小胞と、
　ｂ．１つ若しくは２つ以上の可溶化剤、１つ若しくは２つ以上の可溶化酸又はこれらの
混合物を含む、薬学的に許容される局所用担体と、
　を含み、
　当該組成物は、４０℃及び５℃で、少なくとも１週間、任意には少なくとも７週間、貯
蔵安定性である。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
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【化５】

　により表される育毛化合物及びこれらの混合物であって、式中、Ｒ１は水素又は－Ｎ（
Ｒ３）（Ｒ４）であり、各Ｒ３及びＲ４は、個々に、水素、低級アルキル、低級アルケニ
ル、低級アラルキル、及び低級シクロアルキルからなる群から選択され、Ｒ３及びＲ４は
、一緒になって、アジリジニル、アゼチジニル、ピロリジニル、ピペリジノ、ヘキサヒド
ロアゼピニル、ヘプタメチレンイミノ、オクタメチレンイミノ、モルホリノ、及び４－低
級アルキルピペラジニルからなる群から選択される複素環部分であってもよく、当該複素
環部分のそれぞれは、炭素原子上の置換基として０～３個の低級アルキル基、ヒドロキシ
、又はアルコキシが結合しており、Ｒ２は、水素、低級アルキル、低級アルケニル、低級
アルコキシアルキル、低級シクロアルキル、低級アリール、低級アラルキル、低級アルカ
リル、低級アルカラルキル、低級アルコキシアラルキル、及び低級ハロアラルキルからな
る群から選択される、育毛化合物及びこれらの混合物、これらの互変異性体、並びに薬理
学的に許容されるこれらの酸付加塩と、
　ｂ．約０．５重量％～約１０重量％の油相と、
　ｃ．約０～約２５％のＣ２～Ｃ４アルコールと、
　を含み、
　当該組成物は、ｐＨが約３～約５であり、更に、４０℃及び５℃で、少なくとも１週間
、任意には少なくとも７週間、貯蔵安定性である。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
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【化６】

　により表される育毛化合物及びこれらの混合物であって、式中、Ｒ１は水素又は－Ｎ（
Ｒ３）（Ｒ４）であり、各Ｒ３及びＲ４は、個々に、水素、低級アルキル、低級アルケニ
ル、低級アラルキル、及び低級シクロアルキルからなる群から選択され、Ｒ３及びＲ４は
、一緒になって、アジリジニル、アゼチジニル、ピロリジニル、ピペリジノ、ヘキサヒド
ロアゼピニル、ヘプタメチレンイミノ、オクタメチレンイミノ、モルホリノ、及び４－低
級アルキルピペラジニルからなる群から選択される複素環部分であってもよく、当該複素
環部分のそれぞれは、炭素原子上の置換基として０～３個の低級アルキル基、ヒドロキシ
、又はアルコキシが結合しており、Ｒ２は、水素、低級アルキル、低級アルケニル、低級
アルコキシアルキル、低級シクロアルキル、低級アリール、低級アラルキル、低級アルカ
リル、低級アルカラルキル、低級アルコキシアラルキル、及び低級ハロアラルキルからな
る群から選択される、育毛化合物及びこれらの混合物、これらの互変異性体、並びに薬理
学的に許容されるこれらの酸付加塩と、
　　ｉｉ．カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルと、
　を含む、１種又は２種以上の多層小胞と、
　ｂ．１つ若しくは２つ以上の可溶化剤、１つ若しくは２つ以上の可溶化酸又はこれらの
混合物を含む、薬学的に許容される局所用担体と、
　を含み、
　この組成物は、４０℃及び５℃で少なくとも１週間貯蔵した後に、２つ以上の別個の相
に分離することがない。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
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【化７】

　で表される育毛又は発毛化合物及びこれらの混合物であって、式中、Ｒ１は水素又は－
Ｎ（Ｒ３）（Ｒ４）であり、各Ｒ３及びＲ４は、個々に、水素、低級アルキル、低級アル
ケニル、低級アラルキル、及び低級シクロアルキルからなる群から選択され、Ｒ３及びＲ
４は、一緒になって、アジリジニル、アゼチジニル、ピロリジニル、ピペリジノ、ヘキサ
ヒドロアゼピニル、ヘプタメチレンイミノ、オクタメチレンイミノ、モルホリノ、及び４
－低級アルキルピペラジニルからなる群から選択される複素環部分であってもよく、当該
複素環部分のそれぞれは、炭素原子上の置換基として０～３個の低級アルキル基、ヒドロ
キシ、又はアルコキシが結合しており、Ｒ２は、水素、低級アルキル、低級アルケニル、
低級アルコキシアルキル、低級シクロアルキル、低級アリール、低級アラルキル、低級ア
ルカリル、低級アルカラルキル、低級アルコキシアラルキル、及び低級ハロアラルキルか
らなる群から選択される、育毛又は発毛化合物及びこれらの混合物、これらの互変異性体
、並びに薬理学的に許容されるこれらの酸付加塩のうちの１つ又は２つ以上と、
　　ｉｉ．カルボン酸のＣ８～Ｃ２４アルコールエステルと、
　を含む、液体小胞と、
　ｂ．非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと高分子量カルボキシメチルセル
ロースを、当該非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースの当該高分子量カルボキ
シメチルセルロースに対する比が約１：１を超える比で含む、粘度調整剤と、
　ｃ．１つ若しくは２つ以上の可溶化剤、１つ若しくは２つ以上の可溶化酸又はこれらの
混合物を含む、薬学的に許容される局所用（所望により液体）担体と、
　を含み、
　当該非イオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロースと当該高分子量カルボキシメチル
セルロースとの合計濃度は、総組成物に対して約０．５重量％～約３重量％であり、かつ
この液体小胞は、薬学的に許容される局所用担体内に懸濁されている、組成物に関する。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　Ｒ１は水素又は－Ｎ（Ｒ３）（Ｒ４）である。各Ｒ３及びＲ４は、個々に、水素、低級
アルキル、低級アルケニル、低級アラルキル、及び低級シクロアルキルからなる群から選
択され、Ｒ３及びＲ４は、一緒になって、アジリジニル、アゼチジニル、ピロリジニル、
ピペリジノ、ヘキサヒドロアゼピニル、ヘプタメチレンイミノ、オクタメチレンイミノ、
モルホリノ、及び４－低級アルキルピペラジニルからなる群から選択される複素環部分で
あってもよく、当該複素環部分のそれぞれは、炭素原子上の置換基として０～３個の低級
アルキル基、ヒドロキシ、又はアルコキシが結合しており、Ｒ２は、水素、低級アルキル
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、低級アルケニル、低級アルコキシアルキル、低級シクロアルキル、低級アリール、低級
アラルキル、低級アルカリル、低級アルカラルキル、低級アルコキシアラルキル、及び低
級ハロアラルキル、これらの互変異性体、並びに薬理学的に許容されるこれらの酸付加塩
（例えばその硫酸塩）からなる群から選択される。
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